社団法人日本マスターズ陸上競技連合記録公認処理規程
　　　　　　競技委員会

第１条　本規程は社団法人日本マスターズ陸上競技連合（以下「連合」という）の記録公認処理について、記録の確実性と処理の迅速化を図るため基準を定めるものとする。

第２条　連合の公認記録の認定については次の条件を満たした競技会の記録とする。
（１）連合競技規則第５条、第６条、第７条及び、第８条に定める競技会における記録であること。

（２）記録公認を申請する競技会にあっては、その競技会終了後４週間以内に、連合規程の様式により申請するものとする。連合規程様式は次の通りとする。

①マスターズ陸上競技会結果報告（K002）
②マスターズ陸上競技会記録報告書（K003）、

　　③グラウンドコンディション記録表（K005）

　　④記録入力用連合マニュアルソフトによる記録一覧表または（K004）による記録一覧表。

　　⑤年齢・クラス別（日本・アジア・世界）記録公認申請書（K006）
（３）他の様式は認められない。

第３条　競技会終了後、第２条（２）に定める期限内に申請のない競技会結果報告（以下「記録申請」という）による記録については原則として、公認記録の対象とはしないものとする。
第４条　記録申請にあたっては、連合記録申請規程に従い、遺漏のないように申請すること。

（1） 記載不備、疑義箇所（以下「不備箇所」という）がある場合は文書により当該連盟に通知

し文書発送後２週間以内に修正し、再提出を勧告する。再申請のないものについては原則として、不備箇所部分の記録は公認記録の対象としないものとする。
第５条　日本、アジア、世界の更新記録の申請及び認定については次の通りとする。
（１）更新が確認できた場合、原則として当該競技会の記録申請と同時に様式（K006）年齢・クラス別（日本・アジア・世界）記録公認申請書により申請するものとする。この場合、当該競技者の年齢が確認できる公的証明書（住民票、免許証等）の写しの添付が必要となる。
（２）予選を行う競技の場合、予選ラウンドでの更新が確認できた記録についても（１）同様の取り扱いとする。

第６条　日本記録の認定については原則として、１０月及び、４月の２回に分けて認定する。なお、当該記録申請については次の通りとする。

（１）８月末日までに記録申請のあった競技会の記録のうち、第５条による申請があり、連合において審査し認定した記録とする。
（２）８月末以降、３月末日までに第５条により申請のあった記録を連合において審査し、その記録を当該年度の日本記録とする。
第7条 　アジア記録・世界記録については原則として、第5条により申請のあった記録の中から、更新したと認定した記録について、連合の責任において認定申請を行うものとする。
第８条　本規程は２００６年１０月１日より施行する。

